
足 助 警 察 署

交通事故死者数が年計1２６人（前年比－8人）全国ワースト2位です。

1１月中の死者数は1１人（前年比±０人）と前月に引き続き減少しています！

【1１月末暫定の県内の死亡事故の特徴】

〇 車両単独事故が ３１件 (＋１１件)

○ 交差点内の事故が６０件（－１３件）

〇 午前４時～午前６時の事故が１６件（＋６件） 1２月のライト点灯の目安は午後4時

足助警察署管内交通事故情勢（令和６年１１月末暫定）

１ 総括表（令和６年１１月末暫定）

２ 足助管内地区別情勢（令和６年１１月末暫定）

３ 県内の人身交通事故の特徴（令和６年１１月末暫定）

４ 足助警察署管内の人身交通事故の特徴（令和６年１１月末暫定）

本年 前年比 本年 前年比 本年 前年比 本年 前年比

人身事故件数（件） １１ －２ 2 ＋１ 2 ±0 ５ －2

死者数（人） 0 －1 0 ±0 0 ±0 0 ±0

重傷者数（人） 2 ＋1 0 －1 0 －1 3 ＋3

軽傷者数（人） １１ ±0 2 ＋2 ３ ＋２ 3 －5

物損事故（件） ２７１ －１２ １３５ ＋１９ ６５ －３ ９１ ＋1

稲武旭下山足助
地　　区

本年 前年比 本年 前年比

人身事故件数(件) 20 －３ 22,092 ０

死者数(人) 0 －1 126 －8

重傷者数(人) 5 ＋２ 684 ＋２３

軽傷者数(人) 19 －１ 25,365 －７８

足助警察署 県内全体

～歩行者は反射材等を着用

ドライバーは早めのライトオン～

１１月中、管内での人身事故は6件（前年比＋１件）、物損事故は107件（前年比－２件）

発生、人身事故は追突等６件、内１件は歩行者と車の事故で歩行者が重傷を負っています。

物損事故は約６割の６０件が単独事故で、内訳は、多い順に、鹿等の動物との衝突が27件、

駐車場関連が９件、ガードレールとの衝突が７件でした。

11月中の鹿等の動物との事故が昨年の２倍以上に増加しています！！

鹿の繁殖期に入り、行動が活発化しており、事故の危険性が高まっています！

ハイビームを活用し、速度を落として十分な車間距離を取って、安全運転して下さい。

〇 香嵐渓もみじ祭りも終わり、これから冬の季節に入りますが、足助署管内は県下でも

極めて冷え込みが厳しい地域で、例年路面凍結等を原因としたスリップ事故が多発しま

す。事故に遭わないためにも、安全に対して意識をし、冬の山間部の道路状況の把握や

冬用タイヤへの交換など事前に冬への備えを準備しておくことが大切です。

〇 例年12月は、年末・年始に向けて物流が活発となり、業務中や通勤時に心身の疲れな

どが運転に影響を及ぼすことが予想されます。

仕事中や通勤・帰宅で車両を運転する際は、体調管理に努めるとともに、時間にゆと

りを持ち、速度を控え安全運転を心掛けてください

ペースカー走行のご協力をお願いします。

掲 示 板


